
 

宮前ガーデニング倶楽部 定例会 ２０１２年６月７日（木）１０時～ 

参加者 石川 八尋 河井 川内 磯部 酒井  

＊宮崎台地区 ６月６日 植え込み 

かのん （トレニア ブルーサルビア）富士ガーデン（コリウス）コーナン（ニチニチソウ・マリーゴールド 

  赤サルビア） ワールドで黒ポット １ケース１０００円の花苗が入荷せず  

  ○入口付近の土が硬いので、耕す ○ 寄せ植え花壇の土留め レンガのブロック（ロイヤル）で見積もり 

＊宮前平地区   

 入会者 森さん 青葉区から 宮前区市民活動の冊子を見て入会 

  樽コンテナ → ５月３０日に、アジサイ（八幡園より）を植えたが、すぐにしおれてしまった 

宮前平駅  ６月２日 植え込み  

  かのんで購入 宮前平駅 （赤サルビア・根つかせるために花を芯止め）  ポケットパーク（トレニア） 

市民広場 （ブルーサルビア ベゴニア）  

樽コンテナ ６月７日 植え込み  

八幡園で購入 オレンジハイビスカス イソトマ ブルーサルビア ペンタス  

＊生田ゴルフ場 

  5月２３日 抜き取り  6月 1日 苦土石灰をまく 

  ６月１３日 植え込み  

 注文 見積もり FAX済み 

 キャディハウス花壇は砂が多いので、表面にチップをまいて乾燥を防ぐ 

 

コミュニティガーデン 

＊ コミュニティガーデンの水道栓の忘れ防止策について  

はずした蛇口は、赤い袋にいれて物置の鍵の磁石で物置に貼り付ける 

＊腐った木材の処分は 原設備に依頼した 費用  ５００００円  

＊いすの補修・ 机の防水塗料の塗布  ５月１９日 スポンジで 

＊木材の利用 

 机製作 高さも高くなり、土曜日の活動日以外にも、製作して完成  

＊ 下の排水溝の周りの木が腐った 材料探し  補修 

＊ 下の水道は洗い物をするので 排水がうまくいくように工夫する  

あくまで雨水ますへの排水で、生活排水は流してはいけないので、洗剤は原則使用しないか、最小限にする。 

油ものは、ぼろきれでふきとる   

＊ 花壇は、土壌改良をすすめながら（ぼかしが完成）、利用方法・デザインを決めていく 

  昨年もらったミカン・いちじく・プルーン・柿・梨などの大鉢の移動が終了 

＊ すでにまいた種   バジル・紅花   ニゲラ ケイトウ 黒ホウズキ ５月２１日 

＊これからまきたい種・ オクラ  カモミール  

＊ ハーブ花壇の整備  ルバーブが収穫できる ジャム  花は切る  

アーティチョークにアブラムシ 

ヤツガシラの芽出し ２個 ワールドで購入  落花生の下側に植える 

  活動内容 

１２日  大きくなりすぎたコニファーを伐採  

美化委員（白幡台団地在住）の関さんが、電動）エンジン付きチェーンソーで伐採 



１９日  イス・机 塗装   

２６日  上部花壇の花抜き取り 

２日   レンガ花壇の花抜き取り  果樹鉢の移動 スモークツリーの剪定 マロウの収穫 

  男性の参加者が増えた 

  佐久良 ・川股・ 山田・ 関 ・竹島 ・福田 5名の参加があった 

 ＊花植えイベント  ６月９日 

  準備スタート ９時３０分集合 参加証は 緑の羽根  会費３００円 メンバーはホルダーも着用  

イベント時は上部入口は閉鎖  当日は、ブルーのテントを２基つくる  

入口は真ん中のみ  会計・受付  石川（緑の羽根・受付表） 細谷 写真  山口（お昼まで） 

雨天の中止などの連絡は当日８時に検討し連絡 

イベント開始などは、メガホンを使って 参加者全員に聞こえるように！！ 

軽食パーティー 

＊蒸しおこわ（山菜・中華の２種類） 

＊サンドウィッチ  

ルバーブジャム ハーブバター（体験） スクランブルエッグ ハム  レタス・きゅうり・赤たまねぎ 

＊マシュマロ焼き・マロウゼリー・肉みそ（きゅうり・大根のスティック） 

ティーパーティー 買い物・準備 担当表 

担当者  買い物 準備 

川内 ①ハーブバター 

 

②ハーブティ 

③マシュマロ焼 

ハーフ&バター２７８円３個 

ガーリックパウダー１瓶 

マシュマロ４ 袋 

アルミ皿２枚 

レモン果汁 白ゴマ（公子） 

牛乳パック開いたもの（各メンバー） 

ティーポット・バターナイフ（河井） 

公子 ①蒸しおこわ 

（山お菜） 

 もち米（水浸し）山菜 麻布巾 

蒸し器・なべ（酒井） 

②マロウゼリー  アルミカップ（河井） 

③ルバーブジャム  小さいゴムヘラ（河井） 

④アーティチョーク  オリーブオイル 

佐久良 ①中華おこわ 

 

② 肉みそ 

当日ユータカで 

小さいお椀（河井） 

きゅうり 大根（河井） 

火起こし テント 

 

スティックに切る 

細谷 ①パン OK フランスパン１０本ご主人 

追加のロールパン（当日河井照） 

予約後 当日１１時 カットは？ 

パンを切る→ パン切り包丁 

②スクランブルエッ

グ 

へーばらの卵 サラダオイル（河井） 塩・コショウ 

（公子） 

③麦茶  麦茶パック・サーバー 

河井 ①サンドウィッチ具 ハム２キロ・リーフレタス・きゅ

うり 

業務スーパー マヨネーズ（ユー

タカ 山口） 

 

野菜の準備は子どもに手伝わせる 

アルミ皿 大２（河井） 赤タマ（公子） 

 



ガーデン  紙皿・紙コップ・はし（細谷）・マロウ・ローズマリー  

 

イベント担当表 

花植え 上部花壇   河井明子（開始をメガホンで発声） 酒井 

 レンガ花壇 河井 照  小林  シャベル・使い捨て手袋 

ティーパーティ 全体  公子 

小物づくり ペタペタクラフト 磯部  

コミュニティ市 野菜・卵 小川・細谷 

 

 

 

＊総合学習  

 ５月２５日  

「緑の持つ力」 のテーマ 

 資料は石川が作成 事前に家庭に持ち帰り、家族と緑の大切さと生物多様性について考えてくる 

 4年生が興 

味を持つ切り口  ミミズの生態を紹介   

    緑の葉 → 落ち葉  + ミミズ+ 分解・発酵する働きの菌 → 腐葉土 → 土 

  ガーデンの雑草の紹介 ナガミヒナゲシ ムラサキケマン ドクダミ  

      

＊例年５月下旬に開催、参加している宮前フェスタは 

宮前区３０周年記念まつりとして７月１日（日）川崎市民の日に開催  １０時～１５時 

  １９日 １８時～ 説明会に参加 （河井・細谷）  報告書を 6月中旬までに提出   

場所は市民広場 北西角階段上 テント大 

   今年は、財政上机・イスのレンタルは有料 

 机（６０×１８０１台 １１００円） ４台   ○イス は自前で準備 丸イス  

 折りたたみパイプイス（１脚 ２５０円） 

駐車場１台は申請済み 

 野菜・卵の販売を衛生課に報告済み 

ボランティア半日最低１名出す→ 細谷 

小物づくり・ペタペタクラフト １００円   

 

みやまえ JUN・KANまつり 

趣意書 

 「自分の住むまちを、自分たちで、豊かで暮らしやすいまちに」との思いでいくつものグループや団体が

区内のあちらこちらで活動しています。それぞれが連携したり協力したりすることで、より大きな力や新し

い可能性が生まれてくることもあります。 

 地域の中の多様な資源が循環し（人、モノ、資金なども）、様々な世代や職業の人々がつながっていくこ

とで、新しいチカラを産み出したいと考えます。 

 私たちが地域で生活する中で、そんな思いを持った人々が集まり協力して、まず行動してみる、その最初

の一歩として「みやまえ JUN・KAN まつり（仮）」を開催することから始めたいと思います。そこに参加

した地域の人々の中から宮前区に愛着を持つ人が増えたり、宮前区を豊かで安心して暮らせる地域にしてい



こうとする市民のチカラが動き出すことを期待して「新たなまつり」を提案します。 

話し合い 2回（5月 25日、6月 1日）から   （すでに数回の話し合いを行ってきたとのこと） 

○宮前区 30周年を記念した宮前区行政のエコフェスタの一環として行う 

○環境月間 12月に開催する、場所（フロンタウンなど）の交渉いかんにより決定する（行政が交渉中） 

○予算は宮前区の 30周年記念予算でまかなう、一回限りの予算 ○継続したまつりを目指している 

○ローカルなコミュニティをつくることが大きな目的   ○企画案は別紙 

○実行委員会を 7月中に立ち上げる 

○とんもり谷戸の自然を守る会、平瀬川まちづくり協議会、のがわはあもなどに参加を要請する 

○事務局をカーボンチャレンジ（CC）川崎の事務局 NPO法人アクト川崎に依頼する 

○次回話し合いは 6月 28日（木）10：00から（場所未定、区役所 4階会議室を希望） 

 

 

花のまちづくりコンクールの応募 

  締切 7月 1０日  

   写真 L版 24枚  1年以内  日本花の会 のホームページをごらんください 

   書類審査 8月 3日 が通ると  8月１０日～9月上旬に現地調査 

    2次審査 9月 7日  審査結果発表 9月 28日  表彰式 １０月 25日 

 

「第 8回わがまち花と緑のコンクール」表彰式 

宮崎コミュニティガーデンを応募 

 表彰式 6月 23日 （土） 2時～  多摩市民館 ３階 

    

 

次回 定例会   ７月  ５ 日  

 

。   

 

 

                  


